
 

 

はじめに 

 

最近の高等教育における大きな潮流は、「学修者本位の教育」であり、「個々人の可能性を最大限に

伸長する教育」への転換が声高に叫ばれています。学修者本位の教育の観点から、一人ひとりの学生

が自らの学びの成果（学修成果）として身につけたコンピテンシー（知識やスキルだけではなく、自

律性、責任感、倫理観などを含めた能力）を自覚し、活用できることが求められています。学生が、そ

の学修成果を自ら説明し、社会の理解を得ることも肝要です。 

高等教育機関に対する期待は、「リカレント教育」です。日本では、少子高齢化が急速に進み、人生

100 時代を迎え、18 歳人口が減少している現状のもとで、わが国全体の生産性をあげるためにリカレ

ント教育は喫緊の課題です。 

 

以上のような認識を基盤として、当機構は、令和 4 年度文部省委託事業「職業実践専門課程等を通

じた専修学校の質保証・向上の推進」として、次の三つの事業を提案し、採択されました。 

A FD・SD 事業「体系的な教職員研修プログラムの実用化に向けた改善・普及・展開」 

専修学校の教職員が、多様な学生を対象とした生産性の高い学修を推進するために必要な知識・スキ

ルを研修するためのプログラムを構築し、オンライン双方向授業を実施しました。 

B コンピテンシー事業「学校評価の充実等を目的とした資格枠組の共有化・職業分野別展開とその

有効性の検証」 

学修成果の可視化および国際間、教育セクター間における人材・教育材の流動性を高める目的で作成

した資格枠組について、複数の職業分野において共有化を図るとともに、有効性を検証しました。 

C ポートレート事業「職業実践専門課程版ポートレートの構築」 

説明責任を果たし、情報公開を促進するために、学修に必要な情報を効率的に入手することが可能と

なり、職業教育の国際通用性にも配慮したデータベースシステムの構築に取り組みました。 

 

本書は、以上のうち、令和 4 年度における A（FD・SD 事業）の主な成果として、カリキュラム、

シラバス、教材および調査を中心にまとめたものです。本事業は、専修学校教職員の「履修証明プロ

グラム」修了を可能とする FD・SD プログラムとして実施しました。本プログラムが専修学校におけ

る専門職高等教育の質保証・向上に役立ち、さらに日本の生産性向上に貢献できることを願っており

ます。 

なお、本プログラムの開発・実施にあたっては、ハリウッド大学院大学のご協力をいただきました。

また、多くの専修学校や専門職大学院の実施協力をいただきました。この場を借りて厚くお礼申し上

げます。 

令和 5 年３月 

一般社団法人 専門職高等教育質保証機構 

FD・SD 事業 実施委員会 

委員長 川口 昭彦 
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1 本事業の概要 

 本事業では、3 年計画で、専門学校の教職員を対象とした FD（Faculty Development）と

SD（Staff Development）における履修証明書の発行も可能な体系的研修プログラムの構築

方法をパッケージ化し、実用化を進める。 

 初年度は、枠組(パッケージ)の構築と実際の履修証明プログラムを実施し、2 年目は、枠

組の改善と他の高等教育機関（専門学校）による教職員研修プログラムの企画・実践へと枠

組の展開を試み、3 年目は、さらなる改善と分野固有の研修プログラムの開発へと枠組の応

用を試みる。3 年間の取組を通じて、専門学校の教職員を対象とした研修プログラムの多様

な実用化を実現する計画である。 

 

図 1 本事業の全体計画 

この取組の先駆けとして、初年度（令和 2 年度）では以下のプロセスで事業を実施した。 

① 履修証明プログラム実態等の調査 

 既存の履修証明書発行プログラムの実態等、実用的な要件定義のために有効な実例を収

集する。 

② 実用化のための枠組構築 

 制度、広報、運営、学修基盤、カリキュラム等の各方面から要件定義を行い、「専門学校

教職員研修履修証明プログラム」のパッケージを構築する。 

③ モデル講座の開発・実施 

 構築したパッケージに基づき、専門学校教職員の総合的な資質能力向上を目的とした履

修証明プログラム「専門職教育支援士」講座を開発・実施する。 

④ 展開方向性の検討 

 ①～④のプロセスを総括し、パッケージ機能の有効性、パッケージの展開の方向性等につ

いて検証し、本報告書をとりまとめた。その詳細について以下の章で述べる。 

 



2 

 

2 本事業の実施内容 

2.1 本事業の背景 

 現在、高等教育機関では学校種を問わず「マネジメント」、「内部質保証」の重要さがクロ

ーズアップされ、これらに対応する教職員の資質能力向上、すなわち、FD（Faculty 

Development）と SD（Staff Development）に対するニーズがより増している。 

もともと、教育基本法では、 

「…教員については、その使命と職責の重要性にかんがみ、その身分は尊重され、待遇の適

正が期せられるとともに、養成と研修の充実が図られなければならない。」（教育基本法第 9

条 2 項、2006 年改正） 

として、FD の必要性がうたわれている。 

 加えて、大学の場合、大学設置基準の 2017 年における改正により、 

「大学は、当該大学の教育研究活動等の適切かつ効果的な運営を図るため、その職員に必要

な知識及び技能を習得させ、並びにその能力及び資質を向上させるための研修の機会を設

けることその他必要な取組を行うものとする。」 

という一文が加わり（第 42 条 3 項）、学校の職員についても SD の必要性がうたわれるよ

うになってきた。 

 以上のことは専門学校においても同様である。 

専修学校職業実践専門課程の場合、「専修学校の専門課程における職業実践専門課程の認

定に関する規程（平成 25 年文部科学大臣告示第 133 号）」において、その認定要件として、 

「専攻分野に関する企業、団体等との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育

課程の編成を行っていること」（第 2 条 2 項）、「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野

における実務に関する研修を組織的に行っていること」（第 2 条 5 項） 

が挙げられている。 

現在、1,000 を超える専門学校が職業実践専門課程の認定校となり、同数以上の専門学校

が高等教育の修学支援新制度の機関認定要件をクリアーしている。 

この現状において、当該専門学校では、継続的な内部質保証活動を推進し、「職業実践専

門課程のフォローアップ制度に応える」、「高等教育の修学支援新制度が求める入学者要件

管理を進める」などの対応が求められている。 

また、専門職高等教育機関として学修成果をあげ続けると共に、これらの対応を継続する

ためには、教職員の適切かつ日常的な取組が求められている。 

従って、教職員の資質能力の維持・向上には不断の努力が必要であり、それを効率的に進

めるには、標準的な FD・SD プログラムの枠組とその実用化のスキームが不可欠である。 
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2.2 本事業の目的と方法 

 本事業は、以上のような背景認識のもと、履修証明書制度などを活用して専門学校教職員

のモチベーションアップを図り、適切なカリキュラムによって効率的かつ効果的に資質能

力を向上させる仕組みの構築を目的とした。 

 この目的を達成するために、本事業では、専門学校教職員向けの総合的かつ体系的な研修

プログラムを実用化する枠組（パッケージ）を構築し、モデル実証的な観点から、その枠組

に合った履修証明プログラムを開発・実践する。 

実用化の枠組については、主として、制度面、広報面、運営管理面、学修基盤面、カリキ

ュラム面から検討を進めて文書化し、その内容を公開して普及を図る。 

 以上のプロセスは、令和元年度事業において当機構が実施した FD・SD プログラム実証

講座の成果を基礎とし、専門学校および専門学校関連団体、企業と連携しながら推進する。 

 本事業は 3 年計画で進め、1 年目では上記枠組の構築と総合的かつ体系的な履修証明プロ

グラムをモデル講座として実施した。以降、2 年目および 3 年目では枠組の改善・精緻化を

進めるとともに、2 年目には他の高等教育機関（専門学校）による教職員研修プログラムの

企画・実践に横展開し、3 年目には分野固有の研修プログラムの開発に応用する縦展開を図

る。 

 

 

図 2 本事業の全体計画と令和 2 年度の計画  
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表 1 本事業のスケジュール 

＜令和２年度＞  

 ・履修証明プログラム調査 

 ・パッケージ化（初期） 

 ・履修証明プログラム（モデル講座）開発（大学主導） 

 ・履修証明プログラム（モデル講座）実施 

 ・パッケージの検証 

＜令和３年度＞ 

 ・前年度モデル講座の詳細分析 

 ・パッケージ化（改善） 

 ・履修証明プログラム（モデル講座）開発（専門学校主導） 

 ・履修証明プログラム（モデル講座）実施 

 ・パッケージの検証 

＜令和４年度＞ 

 ・特定分野を対象としたパッケージ開発のために必要な調査 

 ・パッケージ化（職業分野別研修） 

 ・履修証明プログラム（モデル講座）開発（特定分野） 

 ・履修証明プログラム（モデル講座）実施 

 ・パッケージの検証 

 

 

2.3 本事業の特長 

 本事業の特長として、次の点を挙げることができる。 

●専門学校教員養成の実績を持つ高等教育機関が連携するものであること 

●多岐に渡る分野の専門学校の協力を得ることにより実効性の高いプログラム開発を期待

できること 

●質保証機関が受託することで、専門学校教員に求められる質リテラシーを身につけた 

成果を期待できること 

●職業教育マネジメント力育成の視点が加えられていること 

 

なお、当機構からは、本事業を含めて次の三つの事業を提案している。 

A FD・SD（授業改善・業務改善）をテーマとして、 

 体系的な教職員研修プログラムの実用化に向けた改善・普及・展開（本事業） 

B 学修成果をテーマとして、 

 学校評価の充実等を目的とした資格枠組の共有化・職業分野別展開とその有用性の検証 
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C 情報公開をテーマとして 

 職業実践専門課程版ポートレートの構築（ポートレート事業） 

 この三つの提案事業は、職業実践専門課程の質保証・向上に直接・間接に貢献しようとす

る意味において共通性があることはもとより、A～C の各事業は互いの成果を相乗的に高め

合う位置づけにあるといえる。 

 

 

図 3 本事業を含めた三つの事業の連携 

 

さらに、委託事業を進めるにあたっては、共通の協力校を設定した試行・実験講座等を行

うことや、委員会や成果報告会の合同開催によって、質保証・向上活動の相乗的推進や旅費

の節減などを期待できる。  
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3.3 調査結果 

今年度の履修証明プログラム開発にあたって、職業実践専門課程認定各校（美容分野）に

おいて実施されている 2019 年度（9 例）および 2020 年度（12 例）における FD・SD プロ

グラムの概要を調査した。以下はその結果である。 

2019-1 

学校名・学科名 青森県ビューティー＆メディカル専門学校 美容科 

推薦学科の教員に対する研修・研究の基本方針 

基本方針 実践的で専門的な教育を実現するためには、教員の指導力強化が
欠かせない。楽しい授業、興味を引くような授業を行う為に、学内
での外部講師による研修会の実施や専門技術の研修会などに積極
的に参加させ教員の能力や指導力を強化する研修を行うことを基
本方針とする。 

研修等の実績 

専攻分野における実
務に関する研修等 

研修名：「東北地区理容美容学校教職員研修会」（連携企業等：東北
地区理容美容連絡協議会） 
期間：令和元年 9月 29日（日）、9月 30日（月） 
対象：東北地区理容美容教職員 
内容：講演、分科会（生活指導、危機管理、広報活動、文化論、運
営管理、美容実演） 

指導力の修得・向上
のための研修等 

研修名：「合同教員研修会」（連携企業等：学校法人三和会、学校法
人田中学園） 
期間：令和 2年 3月 24日（火） 
対象：県内専修学校教職員 
内容：「授業および生徒に対する指導力等の習得・向上させる教員
研修」 

研修等の計画 

専攻分野における実
務に関する研修等 

研修名：「東北地区理容美容学校教職員研修会」（連携企業等：東北
地区理容美容連絡協議会） 
期間：令和 2年 9月 28日（月）、9月 29日（火） 
対象：東北地区理容美容教職員 
内容：講演、分科会（生活指導、危機管理、広報活動、理容実演、
美容実演） 

指導力の修得・向上
のための研修等 

研修名：「合同教員研修会」（連携企業等：学校法人三和会、学校法
人田中学園） 
期間：令和 3年 3月中旬 
対象：県内専修学校教職員 
内容：未定 
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2019-2 

学校名・学科名 北日本ヘア・スタイリストカレッジ 美容科 

推薦学科の教員に対する研修・研究の基本方針 

基本方針 美容師が活躍する業界の最新の技術や知識を習得するための研修
や、学生指導スキルを向上するための研修に参加させることによ
り、教育研修規程に基づいた実践的かつ専門的な技術・技能の向
上を図る。また、教職員による自己評価や学生による授業評価を
実施し、その評価をもとに必要とされる研修への参加及び校内研
修を計画的に実施する。 

研修等の実績 

専攻分野における実
務に関する研修等 

東北地区理容美容学校教職員研修会 
 令和元年 9月 29.30 日 
 対象：教員 
 内容：東北地区理容美容学校連絡協議会主催の欧米諸国・アジ
アにおける理美容業界の現状、生活指導、危機管理、広報活動につ
いて、まつ毛エクステンション実演、取り組みについての分科会
が開催された。当該学会において担当教員の学生指導や教授方法
についての知識を深めた。 

指導力の修得・向上
のための研修等 

北日本カレッジ校内教員研修会 
 令和元年 12月 25日 
 対象：教員 
 内容：法人全体の研修会とし、発達障害についての研修が開催
された。障害についての知識を深めた。 

研修等の計画 

専攻分野における実
務に関する研修等 

東北地区理容美容学校教職員研修会 
 令和 2年 9月 
 対象：学科担当教員 
 内容：東北地区理容美容学校連絡協議会主催（内容未定） 

指導力の修得・向上
のための研修等 

北日本カレッジ校内教員研修会 
 令和 2年 12月 
 対象：教員 
 内容：法人主催（内容未定） 

 

2019-3 

学校名・学科名 大原スポーツ医療保育 福祉専門学校 美容科 

推薦学科の教員に対する研修・研究の基本方針 

基本方針 専門的かつ実践的な知識・技能を有し即戦力となる人材を育成す
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るためには、教員一人ひとりが常に実務に関する最新の知識を持
ち、指導スキルを身につけなければならない。 
「大原学園 教職員研修規程」の目的に定めるとおり、教職員が
専攻分野に関する知識・技能・企画力・判断力等を高めるための環
境を整備し、所属長の指示または本人の意志により、公平に研修
等を受講する機会を与えるものとする。校内、校外において学園
が企画する研修は下記のとおり。 
①教育課程編成委員会に参画する企業等から講師を派遣した実践
的な知識・指導スキル研修 
②大学教授等、専門分野に特化した講師として招いた研修会の実
施 
③学内に設置される附帯教育講座を利用しての自己啓発 
実務に関する研修、指導力の修得・向上のための研修について、さ
らに効果的な研修にするため、研修回数の増加や日程変更などの
見直しを実施している。 

研修等の実績 

専攻分野における実
務に関する研修等 

研修名「ＪＭＡ合同講師会、技術確認講習」 
（連携企業等：一般社団法人ＪＭＡ） 
メイク・ヘアーに関する業界リーディング団体であり、検定等も
設置し、全国展開を行っている団体である。 
期間：令和 1年 8月 24日（土）       
対象：美容系教員 1名参加 
内容：・メイクアップに関する昨年度の状況。協会が推進する検定
対策指導に関するポイントの講習。 
    ・メイクアップに関する最新技術の確認 
    ・実技演習を通じての、各講師の情報共有による指導力
の向上を行う 

指導力の修得・向上
のための研修等 

研修名：「教育相談 思春期、青年期と向き合うために」 
（連携企業：坂井高等学校） 
期間：令和 1年 12月 17日（火） 
内容：上級教育カウンセラー 向井 清和 様 
思春期、青年期といかに向き合い指導を行っていくかについて公
演、カウンセリング、サポート、コーチングのスキルを学び、学生
指導に生かしていく。 

研修等の計画 

専攻分野における実
務に関する研修等 

研修名「ＪＭＡ合同講師会、技術確認講習」 
（連携企業等：一般社団法人ＪＭＡ） 
メイク・ヘアーに関する業界リーディング団体であり、検定等も
設置し、全国展開を行っている団体である。 
期間：令和 2年 7月 4 日（土）       
対象：美容系教員 1名参加 
内容：協会が推進する検定対策と試験官としてのチェックポイン
トに関する講習。特に今年度においては、コロナ禍における、特別
措置での検定実施についてのポイント確認を行う。 

指導力の修得・向上
のための研修等 

研修名：「学生に対するハラスメント」「アンガーマネージメント」 
（連携企業等：坂井高等学校） 
期間：令和 2年 12月 15日（火） 
内容：上級教育カウンセラー 向井 清和 様 
    （詳細は、今後打合せのうえ、決定） 
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2019-4 

学校名・学科名 ルネサンス デザイン・美容専門学校 美容師科 

推薦学科の教員に対する研修・研究の基本方針 

基本方針 就業規則 第 26 条（教育）に定める通り、職員は常に教養と品性
を高め、学校が期待する社員像を目指して研鑽に努めなければな
らない。そのために学校は職員に対して一般的または職務上必要
な一般的な知識および情報に関する教育、専門的な知識、技能に
対する教育、管理、監督者教育などの教育を行う。研修等について
は教務責任者が職員の職能や今後の中・長期的な学校運営を考慮
して計画し、実施する。また、当初の 
計画にない場合でも、必要に応じて実施する。 

研修等の実績 

専攻分野における実
務に関する研修等 

研修名「美容師技術力向上研修」 
（連携企業等：ASCH HAIR SPIRIT） 
期間：2019年 5月 20 日（月）    
対象：本校美容師職員 
内容：美容師としての本来の技術を向上すべく、最新の美容技術
を学び授業へ落とし込む。 

指導力の修得・向上
のための研修等 

研修名「東海地区教職員研修会」 
（連携企業等： 東海地区理容美容学校協議会） 
期間：2019年 10月 18日（金）～10月 19日（土）       
対象：東海地区理容美容学校教員 
内容：美容業界において学校教員が授業力向上に加え、業界トレ
ンドや周辺業界の現状を把握する。 

研修等の計画 

専攻分野における実
務に関する研修等 

コロナウイルス感染拡大防止を受け、研修中止又は延期（振替日
程未定） 

指導力の修得・向上
のための研修等 

コロナウイルス感染拡大防止を受け、研修中止又は延期（振替日
程未定） 

 

2019-5 

学校名・学科名 アリアーレビューティー専門学校 美容科 

推薦学科の教員に対する研修・研究の基本方針 

基本方針 （愛知理容学園 就業規則第 71 条）学園は、教職員に対して、業
務に関する知識を高め、技能の向上を図るため必要な教育を行う。
教職員は、学園内外を問わず研修の受講等を命じられたときは、
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正当な理由なくこれを拒むことができない。 
（アリアーレビューティー専門学校 教職員研修規程第 3条）研修
は、教職員が現在ついている職及び将来つくことが予想される職
の職務の責任の遂行に密接な関係がある知識、技能、指導等を内
容とする合理的な基準に基づき、かつ、教職員にその機会が与え
られるよう計画し、及び実施するものとする。 

研修等の実績 

専攻分野における実
務に関する研修等 

研修名「東海地区教職員研修会」（連携企業等：東海地区理容美容
学校協議会） 
期間：令和元年 10月 19日（土） 
対象：美容科教員 
内容：まつ毛エクステンションについて 

指導力の修得・向上
のための研修等 

研修名「初年次教育において教材に求められる要件とは」（連携企
業等：㈱進研アド） 
期間：令和元年 7月 12日（金） 
対象：美容科教員、職員 
内容：低学力者の実態、低学力者向けの指導、教育の効果検証につ
いて 

研修等の計画 

専攻分野における実
務に関する研修等 

研修名「介護を必要とする方に対する理容・美容技術の注意点 」 
（連携企業等： 美 inDoux） 
期間：令和 2年 12月 7日（月） 
対象：美容科教員 
内容：要介護の人に対する理容・美容の技術とその注意点を衛生
同業組合の講師より学ぶ 

指導力の修得・向上
のための研修等 

研修名「生徒指導の意義と目的」 
（連携企業等：学校法人 菊武学園） 
期間：令和 2年 12月 14日（月） 
対象：美容科教員・職員 
内容：生徒指導における児童生徒理解と対応のプロセス等につい
ての解説。児童生徒の心情を理解した指導・援助につなげるため
の情報共有の大切さ、情報の見える化について 

 

2019-6 

学校名・学科名 ECC アーティスト美容専門学校 美容科 

推薦学科の教員に対する研修・研究の基本方針 

基本方針 教務規約第 35条に従って、教育の一層の充実を図るため、企業、
団体等と連携して、教員に対し、 専攻分野における実務に関する
研修等や指導力の修得・向上のための研修等を実施する。 
研修企画部門を組織して指導力の修得・向上のための研修等の年
間計画を年度初めに計画し、教育進捗状況に合わせて内容・時期
を調整しながら設定する。また、専攻分野における実務研修は大
阪地区理容師美容師養成施設協議会の教員研修参加を定例化し、
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それに加えて必要な研修を確認し設定する。 

研修等の実績 

専攻分野における実
務に関する研修等 

１）研修名「大阪地区理容師美容師養成施設教職員研修会 
     （連携企業等：「大阪地区理容師美容師養成施設協議
会」） 
期間：令和元年 9月 28日～9月 29日  対象：専任教員 
内容：理容・美容に関わる技術研修 

指導力の修得・向上
のための研修等 

１）研修名「クラスワーク研修」 
     （連携企業等：「一般社団法人 大阪府専修学校各種学
校連合会」、講師「梶山 武志」） 
期間：令和元年 4月 23日、5月 14日、6月 11日（3回） 
対象：専任教員、教務スタッフ 
内容：クラスワークの対応 
２）研修名「SNSコミュニケーション研修」 
     （連携企業等：「株式会社ジェイコムウエスト」、講師
「栗津千草」） 
期間：令和元年 4月 23日、5月 14日、6月 11日（3回） 
対象：専任教員、教務スタッフ 
内容：SNSコミュニケーションの課題と対策 
３）研修名「 「聞く」研修」 
     （連携企業等：「有限会社ビー・コーポレーション」、講
師「山下義弘」） 
期間：令和元年 9月 18日 13：30～16：00 
対象：専任教員、教務・進路・入試課スタッフ 
内容：「聞き方」の極意を学ぶ研修 
４）研修名「 ケーススタディ研修」 
     （連携企業等：「一般社団法人 大阪府専修学校各種学
校連合会」、講師「梶山 武志」） 
期間：令和元年 9月 24、10月 3日、11月 12日、12月 4日（4回） 
対象：専任教員、教務スタッフ 
内容：クラス運営で抱えている課題、上手対応できている点 

研修等の計画 

専攻分野における実
務に関する研修等 

１）研修名「美容師実技試験委員養成研修会」 
     （連携企業等：「理容師美容師試験研修センター」） 
期間：令和 2年 10月 12日～10月 13日 
対象：専任教員 
内容：美容に関わる試験官技術研修 

指導力の修得・向上
のための研修等 

１）研修名「ICT研修（１）」 
     （連携企業等：株式会社ロイロ」、講師「認定ティーチ
ャー シンキングツールアドバイザー」） 
期間：令和 2年 4月 28日 
対象：専任教員、教務スタッフ 
内容：Formsの活用手法 
２）研修名「ICT研修（２）」 
     （連携企業等：株式会社ロイロ」、講師「認定ティーチ
ャー シンキングツールアドバイザー」） 
期間：令和 2年 6月 17日、6月 30日（2回） 
対象：専任教員、教務スタッフ 
内容：ロイロの活用手法 
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2019-7 

学校名・学科名 高津理容美容専門学校 美容科 

推薦学科の教員に対する研修・研究の基本方針 

基本方針 教育課程編成委員会で審議され採用された次年度の授業カリキュ
ラムに基づき、本校教職員が必要とする内容が組み込まれた研修
計画を定め、年度開始時には、研修参加申し込み、及び講師依頼を
行います。但し、各学年前期の授業進捗状況を考慮し、必要に応じ
て、学内を中心とした追加研修を実施します。 
 本校の学級運営は、常勤の教職員を基本とする担任制であり、
また、豊富な知識と多種多様な技能、技術を備えた人材を擁して
いる。しかし、現状に留まることなく常に新たな教授方法を取り
入れ、より良き教育環境を整えるべく、教職員の研修に重きを置
いている。 
 教員研修は、教員の専門分野の知識技術の向上あるいは新時代
に合った形にアップデートすると共に、教員の教育指導力の向上、
人格の涵養に資するために行う。全体研修は学校が主催して行う
が、限られた分野に関しては個人ごとに行う。 実習授業の指導
については、各メーカーによる最新の情報と技術の指導を受け、
業界に遅れることのない知識と技能を習得し続ける。また、授業
の進め方に於いては、各教員による教え方、話し方等のチェック
を実施し、具体的な改善点を提示することにより、教育能力向上
の目覚ましい成果が現れている。 
 各教科については、最新の情報を得るために、理容美容教育団
体、エステティック教育団体、及び専修学校教育団体の研修会に
教員を派遣すると共に、本校独自で講師を招いて実施する。 

研修等の実績 

専攻分野における実
務に関する研修等 

研修名「管理者研修会」(連携企業等:一般財団法人職業教育・キャ
リア教育財団) 
期間:令和元年 12月 6 日 対象:実習教員 
内容: 
① 専門学校入試改革 
② 高校の進路指導への新たなアプローチ 

指導力の修得・向上
のための研修等 

研修名「大阪地区理容師美容師養成施設教職員研修会」(連携企業
等:大阪地区理容師美容師養成施設協議会) 
期間:令和元年 9月 28 日~9月 29日 対象:実習教員 
内容: 
①まつ毛エクステンション 
②マインドフルネスで心も体も元気になる 
③国家試験の現状と今後について 
④最後まで聞いてもらえる声に 呼吸~発声 
⑤開運するための方位取り(パワーチャージ)のやり方 

研修等の計画 
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専攻分野における実
務に関する研修等 

研修名「まつ毛エクステンション指導者養成研修会」(連携企業等:
公益社団法人日本理容美容教育センター) 
期間:令和 3年 2月 15 日~2月 19日 対象:実習教員 
内容: 
①まつ毛エクステンション概論 
②Jカール装着、テーピング 
③保健 
④リムービング 
⑤カウンセリング 

指導力の修得・向上
のための研修等 

研修名「メイクアップ指導者養成研修会」(連携企業等:公益社団
法人日本理容美容教育センター) 
期間:令和 2年 11月 30日~12月 4日 対象:実習教員 
内容: 
①フルメイクアップ(指導者目線のデモンストレーション) 
②指導のポイント(スキンケア・ベースメイクアップ) 
③指導のポイント(ポイントメイクアップ) 
④指導のポイント(フルメイクアップ) 

 

2019-8 

学校名・学科名 松江理容美容専門大学校 美容学科 メイクアップコース 

推薦学科の教員に対する研修・研究の基本方針 

基本方針 教員は、職業に関連した実務に関する知識、技術および技能、なら
びに学生への指導力の修得のために、自発的に研修に励み、かつ
企業等から講師を招いて学内で実施する研修、職能団体等が実施
する研修等々を活用し、資質の向上に計画的に努めなければなら
ない（就業規則第４条）。この基本方針に従い、これまでに厚生労
働省認定の「理容技術理論」「理容実習」「美容技術理論」「美容実
習」「理容保健」「美容保健」「理容文化論」「美容文化論」「衛生管
理」「エステティック理論」「メイクアップ理論」の各研修を受講さ
せてきた。 

研修等の実績 

専攻分野における実
務に関する研修等 

研修名「中国地区理容美容学校協議会主催 教職員研修会」（連携
企業等：中国地区理容美容学校協議会） 
期間：令和元年 10月 19日（土）～20日（日）対象：教員、職員 
内容：『理容師美容師養成に関する制度改正』についての情報収集
や、講義研修、 実技研修 
研修名「専門職高等教育質保証機構 文部科学省主催 国際シンポ
ジウム 2019専門職高等教育の質保証と資格枠組」 
（連携企業等：専門職高等教育質保証機構） 
期間：令和元年 11月 26日（火）～27日（水）対象：施設長 
内容：『専門職高等教育の質保証と資格枠組』についての講義研修 
研修名「学校法人における予算編成・管理のあり方」（連携企業等：
公益社団法人 私学経営研究会） 
期間：令和元年 12月 13日（金）      対象：職員 
内容：講義研修 
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研修名「日本ビューティーコーディネーター協会主催 認定教員
研修会」（連携企業等：日本ビューティーコーディネーター協会） 
期間：令和元年 12月 16日（月）         対象：教員 
内容：ビューティーコーディネーター検定試験受験指導のための
指導者研修 

指導力の修得・向上
のための研修等 

研修名「全国理容美容学生技術大会大阪地区大会視察」（連携企業
等：大阪地区理容美容学校教職員協議会） 
期間：令和元年 7月 23日（火）       対象：教員 
内容：学生技術大会における技術の視察 
研修名「FD・SD プログラム（令和元年度）」（連携企業等：専門職
高等教育質保証機構） 
期間：令和元年 1月 27日～令和 2年 3月 13日対象：教員、職員 
内容：FD・SDプログラム講座の受講、演習の実施 

研修等の計画 

専攻分野における実
務に関する研修等 

研修名「学校法人における税務実務」（連携企業等：一般社団法人 
日本経営協会） 
期間：令和 2年 9月 2 日（水）      対象：職員 
内容：講義研修 
研修名「令和 2 年度同時授業教員資格認定研修会 文化論」（連携
企業等：公益社団法人 日本理容美容教育センター） 
期間：令和 2年 9月 17日（木）～18日（金） 対象：教員 
内容：講義研修 
研修名「令和 2年度理容師美容師養成施設教員資格認定研修会 美
容技術理論・美容実習」（連携企業等：公益社団法人 日本理容美容
教育センター） 
期間：令和 2年 9月 24日（木）～10月 18日（日）対象：教員 
内容：講義研修 
研修名「中国地区理容美容学校協議会主催 教職員研修会」（連携
企業等：中国地区理容美容学校協議会） 
期間：令和 2年 10月 17日（土）～28日（日）対象：教員、職員 
内容：講義研修、 実技研修 

指導力の修得・向上
のための研修等 

研修名「松江市専門学校協議会主催 研修会」（連携企業等：松江
市専門学校協議会） 
期間：令和 2年 8月       対象：教員、職員 
内容：講義研修 
研修名「人権・同和教育研修会」（連携企業等：島根県専修・各種
学校連盟） 
期間：令和 2年 8月      対象：教員、職員 
内容：講義研修 
研修名「応急手当普及員再講習」（連携企業等：消防署） 
期間：令和 2年 11月     対象：教員 
内容：普通救命講習指導者再研修 

 

2019-9 

学校名・学科名 国際デザイン・ビューティカレッジ 美容総合学科 
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推薦学科の教員に対する研修・研究の基本方針 

基本方針 学則施行細則の国際デザイン・ビューティカレッジ教職員研修規
定により、当校が実施する研修は、①新任者研修、②管理職研修、
③養成研修に分けて行われており、県内外の各科に関わる業界関
係団体や、教育関係団体が主催する研修などに積極的に参加させ
ている。研修等の参加に当たっては、校長又は部門の長が本人の
キャリアや適性、意欲等を考慮し、また学校全体の状況等も踏ま
え、戦略的に研修を計画している。 

研修等の実績 

専攻分野における実
務に関する研修等 

四国地区理容師美容師養成施設協議会主催理容師美容師養成施設
教職員研修は、四国各校の意見交換、技術等の内容を共有し学生
指導や教員の資質の向上を目的に年に 1度開催参加予定 
全国理容師美容師養成施設協議会主催理容師美容師養成施設教職
員研修は、全国の学校の動向や業界の情報交換の為年に 1 度開催
される。 

指導力の修得・向上
のための研修等 

NPO 法人日本ネイリスト協会 衛生管理士指導員講習はネイルサロ
ン衛生管理士を育成する指導員講習で、JNA（NPO 法人日本ネイリ
スト協会の衛生管理自主基準に基づき、安全で安心なネイルサー
ビスが提供できる信頼度の高い衛生管理士講習が実施できる、指
導員の為の講習会。日本理容美容教育センターが主催する、美容
師養成施設教員資格研修会（衛生管理）受講。 

研修等の計画 

専攻分野における実
務に関する研修等 

四国地区理容師美容師養成施設協議会主催理容師美容師養成施設
教職員研修は、四国各校の意見交換、技術等の内容を共有し学生
指導や教員の資質の向上を目的に年に 1度開催参加予定 
全国理容師美容師養成施設協議会主催理容師美容師養成施設教職
員研修は、全国の学校の動向や業界の情報交換の為年に 1 度開催
される。 

指導力の修得・向上
のための研修等 

四国理容師美容師養成施設教員研修令和２年 10月（予定） 
龍馬学園教員研修会に令和 2年 12月参加予定 

 

2020-1 

学校名・学科名 北日本ヘア・スタイリストカレッジ 美容科 

推薦学科の教員に対する研修・研究の基本方針 

基本方針 美容師が活躍する業界の最新の技術や知識を習得するための研修
や、学生指導スキルを向上するための研修に参加させることによ
り、教育研修規程に基づいた実践的かつ専門的な技術・技能の向
上を図る。また、教職員による自己評価や学生による授業評価を
実施し、その評価をもとに必要とされる研修への参加及び校内研
修を計画的に実施する。 
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研修等の実績 

専攻分野における実
務に関する研修等 

令和２年１０月２９日 
対象：教員 
内容： 「美容サロンでの新型コロナウイルス対策と接客について」 

指導力の修得・向上
のための研修等 

北日本カレッジ校内教員研修会 
令和 3年 1月 12日 
対象：教員 
内容：法人全体の研修会とし、「スクールハラスメントについて」
の研修が開催された。「スクールハラスメントについて」の知識を
深めた。 

研修等の計画 

専攻分野における実
務に関する研修等 

対象：学科担当教員 
内容：ブライダル認定講師講座 

指導力の修得・向上
のための研修等 

北日本カレッジ校内教員研修会 
令和 3年 12月 
対象：教員 
内容：法人主催（内容未定） 

 

2020-2 

学校名・学科名 仙台ビューティーアート専門学校 美容科 

推薦学科の教員に対する研修・研究の基本方針 

基本方針 実践的かつ専門的な職業教育を実施し、美容業界・教育業界を担
う「素直な心・感謝の気持ち・高い意欲を持ち続け、自ら考え行動
する事で社会に貢献できる人材」・「お客様を綺麗にすることで感
謝される。サロン組織を活性化できる人材」を養成するためには、
教員一人ひとりが常に業界並びに実務に関する最新の知識を持
ち、指導スキルを身に着けようという向上心がなければならない。
そのために、「研修等に係る諸規定」に基づき、以下の通り教員研
修の環境を整える。 
・企業等から講師を招いた実践的かつ専門的な知識 
・技術・技能を修得するための研修 
・企業等から講師を招いた指導力の修得・向上のための研修 

研修等の実績 

専攻分野における実
務に関する研修等 

研修名「業界の方々との就職対策に関する就職活動及び業界の動
向について」 
（連携企業等： 株式会社セイファート、 滝川株式会社、 ネイ
ルパートナー 、アットコスメキャリア  ） 
期間：令和 2年 8月 21日（ 金 ）       
対象：担任教員 16名 
内容：コロナ禍における業界の就職活動状況を把握し授業や生徒
指導に活かす 
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指導力の修得・向上
のための研修等 

研修名「美容師の就職意識向上」 
（連携企業等： 一生美容に恋する会  ） 
期間：令和 2年 9月 25日（ 金 ）       
対象：教職員 5名 
内容：就職についてのニーズを理解し、生徒の就職指導に活かす 

研修等の計画 

専攻分野における実
務に関する研修等 

研修名「美容業界と今」「自分に合ったサロンの選び方」 
（連携企業等：株式会社リクルートライフスタイル） 
期間：令和 3年 8月 20日（ 金 ）       
対象：担任教員 18名 
内容：美容業界の現状と今後の動向を知る事から生徒指導に活か
す 

指導力の修得・向上
のための研修等 

研修名「社会人に必要な仕事の考え方・モチベーションについ
て 」 
（連携企業等：株式会社アビリティートレーニング ） 
期間：令和 4年 1月 24日（ 月 ）       
対象：教員１８名 
内容：社会人として必要になる力を理解し、今後の授業や生徒指
導に活かす 

 

2020-3 

学校名・学科名 秋田ヘアビューティカレッジ 美容科 

推薦学科の教員に対する研修・研究の基本方針 

基本方針 美容業に関連した実務に関する知識、技術及び技能並びに、授業
及び学生に対する指導力等の修得・向上のための研修等を、教職
員研修規程に基づき計画的に行うとともに、教職員間での共有を
図り、学生への教育及び指導に反映させる。 

研修等の実績 

専攻分野における実
務に関する研修等 

研修名「医療用ウイッグ講習」 
（連携企業等：日本ネイリスト協会） 
期間：令和２年７月６日（月）       
対象：教員 
内容：新型コロナウイルス感染症により開催中止 

指導力の修得・向上
のための研修等 

研修名「東北地区理容美容学校教職員研修会」 
（連携企業等：東北地区理容美容学校連絡協議会） 
期間：９月２８日（月）～２９日（火）       
対象：教員 
内容：新型コロナウイルス感染症により開催中止 

研修等の計画 

専攻分野における実
務に関する研修等 

研修名「モデルウイッグ講習」 
（連携企業等：㈱レジーナ） 
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期間：令和３年６月１０日（月）       
対象：教員 
内容： 

指導力の修得・向上
のための研修等 

研修名「認知症サポーター養成講座」 
（連携企業等：㈱グットラックプロデュース） 
期間：令和３年６月１４日（月）       
対象：教職員 
内容： 

 

2020-4 

学校名・学科名 ミス・パリ・ビューティ専門学校大宮校 トータルビューティ学科 

推薦学科の教員に対する研修・研究の基本方針 

基本方針 ミス・パリ・ビューティ専門学校大宮校教育課程編成委員会規程
に基づき、研修は、教職員に対して、現在就いている職または将来
就く事が予想される職に係る職務の遂行に必要な知識、技能等を
習得させることにより、その業務の遂行に必要な教職員の能力、
資質等の向上を図ることを目的とする 

研修等の実績 

専攻分野における実
務に関する研修等 

研修名「ウェルネスの世界的動向／ウェルネスとは」 
（連携企業等：ビューティアンドウェルネス研究所） 
期間：令和 2年 11月 13日（金）       
対象：特定非営利活動法人スパ・ウエルネス協会会員等 
内容：美容・健康・癒し等を包括するウェルネス産業の現代社会に
おける意義と課題、及び国際市場の動向について講義を受ける。
これにより、今後のウェルネス産業を担う人材育成、教育目標の
作成に活かした。 

指導力の修得・向上
のための研修等 

研修名「認定講師の心得について」 
（連携企業等：特定非営利活動法人スパ・ウエルネス協会） 
期間：令和 2年 8月 11日（火）       
対象：特定非営利活動法人スパ・ウエルネス協会認定校講師 
内容：認定校の講師に求める心得について講義を受ける。特に、新
型コロナウイルス感染症の影響下での授業の取り組み方や、学生
の心身の健康維持をどのように行うか等について意見交換を行っ
た。 

研修等の計画 

専攻分野における実
務に関する研修等 

研修名「第 18回スパ・ウエルネス学術会議」 
（連携企業等：特定非営利活動法人スパ・ウエルネス協会） 
期間：令和 3年 5月 20日（木）       
対象：特定非営利活動法人スパ・ウエルネス協会会員 
内容：ビューティアンドウェルネス研究所所長 籔内佐斗司先生
の『仮面に見る若さと老いの表現』の基調講演を拝聴。若々しく美
しく見える表情についての理解を深めた。また、賛助会員店での
実例を基に、エステティック施術の効果的な手法について学んだ。 
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指導力の修得・向上
のための研修等 

研修名「2021年 8月 認定校講師研修会」 
（連携企業等：特定非営利活動法人スパ・ウエルネス協会） 
期間：令和 3年 8月 3 日（火）／令和 4年 3月予定       
対象：特定非営利活動法人スパ・ウエルネス協会認定講師 
内容：資格試験内容及びテキスト改訂に伴う、認定講師の美容分
野における知識・技能の更新及び習得を目的とする 

 

2020-5 

学校名・学科名 ベルエポック美容専門学校 美容師科 

推薦学科の教員に対する研修・研究の基本方針 

基本方針 学園の定める教員研修規定において、教員の授業内容・教育技法
の改善ならびにクラス運営方法の向上、マネジメント能力を含む
指導力の向上を研修の基本方針とする。 

研修等の実績 

専攻分野における実
務に関する研修等 

研修名：理容師美容師養成施設教員資格認定研修会 
主催：公益社団法人 日本理容美容教育センター 
対象：美容師免許取得登録後、または教育指導経験の実務経験４
年以上の教員  本校受講教員：専任教員・ 
受講研修一覧 文化論       
期間：令和 2年 11月 30日～12月 11日       
講師：山路進（江戸川大学教授）、津田紀代（文化学園大学講師）、
他 7名       
内 容 ： 教 育 分 野 、 フ ァ ッ シ ョ ン 文 化 史 、 礼 装 の 種 類         
上記項目について内容理解と教授方法を学ぶ。  
修了認定：各研修会にて修了認定試験があり合格することで該当
する美容師養成科目の講師要件が与えられる。 

指導力の修得・向上
のための研修等 

研修名「FDミクロレベルフォローアップ研修」 
（連携企業等：滋慶教育科学研究所 ） 
期間：令和２年１１月４日（水）       
対象：専任教員 
内容：授業の振り返りを行い、改善の工夫ができる。クラスの成長
を促すコーチングの基礎を学び、実践することができる 

研修等の計画 

専攻分野における実
務に関する研修等 

研修名「ヘアメイク講習」 
（連携企業等：株式会社 資生堂 ビューティークリエイションセ
ンター ） 
期間：令和３年６月１８日（金）  
対象：専任教員 
内容：クリエイティブ作品制作について 

指導力の修得・向上
のための研修等 

研修名「教職員カウンセリング研修」 
（連携企業等：滋慶教育科学研究所 ） 
期間：令和３年９月上旬(予定)  
対象：専任教員 
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内容：カウンセリングの知識・スキルを身に着け、資格を取得す
る。 

 

2020-6 

学校名・学科名 東京ビューティーアート専門学校 トータルビューティー科 

推薦学科の教員に対する研修・研究の基本方針 

基本方針 実践的かつ専門的な職業教育を実施し、明日の美容業界を担う人
材を養成するためには、教員一人ひとりが常に業界ならびに実務
に関する最新の知識を持ち、指導スキルを身につけようという向
上心がなければならない。そのために、「研修等に係る諸規程」に
基づき、計画的に以下の研修を実施している。 
・企業等から講師を招いた実践的かつ専門的な知識・技術・技能を
修得するための研修 
・企業等から講師を招いた指導力の修得・向上のための研修 

研修等の実績 

専攻分野における実
務に関する研修等 

研修名「美容業界の動向理解と実技のデモ体験」 
（連携企業等：ＯＣＥＡＮ ＴＯＫＹＯ） 
期間：令和３年３月３０日（火）     
対象：全教職員（８０名） 
内容：授業力の向上と美容業界の求める人物像の理解。また、学校
及び教員としての在り方を学び、技術者としての専門的な手技の
実践を通してレベルの底上げを図るため。 

指導力の修得・向上
のための研修等 

研修名「授業力向上研修」 
（連携企業等：株式会社ウィルシード） 
期間：令和２年８月１９日（水）～２１日(金)予定     
対象：各教職員（２０名） 
内容：階層別に、新人、2年目、3年目、中堅層、主任者向けそれ
ぞれに授業力向上に向けての研修の実施。業界内の動向や担任力・
教務管理に関する分野に特化した研修内容など。グループワーク
を通して相互の情報共有やレベルの底上げを行う。 

研修等の計画 

専攻分野における実
務に関する研修等 

研修名「美容業界の今、自分にあったサロンの見つけ方」 
（連携企業等：株式会社リクルートライフスタイル） 
期間：令和３年８月２０日（金）     
対象：教員（２０名） 
内容：現在の美容業界の動向を知ることで業界で求められる人材
を育成する。また、就職指導においては学生とサロンのマッチン
グが大切になるため、サロンの選び方を知ることでより的確な指
導に役立てる。 

指導力の修得・向上
のための研修等 

研修名「発達障害について」 
（連携企業等：東海大学 課程資格教育センター教育学研究室） 
期間：令和３年８月２８日（土）     
対象：全教職員（８４名） 
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内容：発達障害（ASD,ADHD,ADD）に対する知識を深め、学生指導に
活かす。 

 

2020-7 

学校名・学科名 東京ビューティーアンドブライダル専門学校 美容科 

推薦学科の教員に対する研修・研究の基本方針 

基本方針 実践的かつ専門的な職業教育を実施し、明日の美容業界を担う人
材を養成するためには、教員一人ひとりが常に業界ならびに実務
に関する最新の知識を持ち、指導スキルを身につけようという向
上心がなければならない。そのために、「研修等に係る諸規程」に
基づき、計画的に以下の研修を実施している。 
・企業等から講師を招いた実践的かつ専門的な知識・技術・技能を
修得するための研修 
企業等から講師を招いた指導力の修得・向上のための研修 

研修等の実績 

専攻分野における実
務に関する研修等 

研修名「サロンワーク技術テクニック」 
（連携企業等：メイクアップアーティスト イガリシノブ氏 ） 
期間：令和 3年 7月 12日（月）       
対象：教員（１名） 
内容：2021年度最新ヘア・テクニックを学ぶ。 

指導力の修得・向上
のための研修等 

研修名「美容サロンで長く働くこと」 
（連携企業等：株式会社エム・ワイ・ケー（イレブンカット） ） 
期間：令和 3年 6月 23日（水）       
対象：教員（3名） 
内容：現場の美容師の悩みや、やりがいについて現状を知り、今か
らできる事を知る。 

研修等の計画 

専攻分野における実
務に関する研修等 

研修名「美容業界の今」 
（連携企業等： 株式会社リクルートライフスタイル 千葉智之
氏 ） 
期間：令和 3年 8月 20日（金）       
対象：教員（14名） 
内容：美容業界の今を知る、活躍する美容師「美容師の枠を超えた
美容師」について。 
研修名「美容師という仕事の価値 」 
（連携企業等：ＧＯＡＬＤ 米田 星慧氏） 
期間：令和 3年 9月 21日（火）       
対象：教員（10名） 
内容：美容師という仕事で夢を叶えること、サロンワークテクニ
ック。 
研修名「美容業界の現状 」 
（連携企業等：一生美容に恋する会 ） 
期間：令和 3年 11月 30日（火）       
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対象：教員（18名） 
容：美容業界の現状と必要な知識。 

指導力の修得・向上
のための研修等 

研修名「未来で働く子どものために必要なこと」 
（連携企業等：サイエンスライター・作家 竹内薫氏  ） 
期間：令和 3年 8月 19日（木）       
対象：教員（14名） 
内容：これからの時代を見据えた教育について必要な力や知識を
具体的に学ぶ。 
研修名「就職対策」 
（連携企業等： 上田情報ビジネス専門学校 比田井和孝氏  ） 
期間：令和 3年 8月 25日（水）       
対象：教員（6名） 
内容：就職に対する生徒指導やモチベーションアップに繋げる方
法。 
研修名「心理的ケア方法について」 
（連携企業等： 心理カウンセラー 奥園清香 氏 ） 
期間：令和 3年 8月 26日（木）       
対象：教員（65名） 
内容：世代の仕組みを知り、現在の学生にとって必要な指導方法、
効果的な関り方などのトレーニング能力＝技術を学ぶ。 
研修名「自らきりひらいていく力」 
（連携企業等：株式会社グローバルキャリア 的場亮氏 ） 
期間：令和 3年 10月 1日（金）       
対象：教員（18名） 
内容：就職先で必要な力、主体的に自ら行動することについて。 

 

2020-8 

学校名・学科名 町田美容専門学校 美容学科 

推薦学科の教員に対する研修・研究の基本方針 

基本方針 教職員に対し、教育理念・目的を十分に理解させ、現在就いている
職又は将来就くことが予想される職に係る職務の遂行に必要な知
識、技能等を修得させることにより、その職務の遂行に必要な能
力、資質等の向上を図る(榎本学園 教職員研修規程 第 2条）。 

研修等の実績 

専攻分野における実
務に関する研修等 

①研修名：美容実技試験委員研修会 
（連携企業等：理美容師試験研修センター）  
期間：令和２年９月及び令和３年３月   
対象：実習教員 研修 
内容：美容師国家試験に関する研修会 
②研修名：全国理美容研修会 
（連携企業等：日本理美容教育センター）【中止】  
期間：令和２年 10月  
対象：教職員 研修 
内容：企業関係者の講演及び美容技術披露 

指導力の修得・向上 ①研修名：オンライン講習会 
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のための研修等 （連携企業等：日本ペップトーク普及協会）  
期間：令和 2年 4月 18日  
対象：学科・実習教員 研修 
内容：「言葉の力」（講演者：岩崎 由純 日本ペップトーク普及協
会代表理事） 
②研修名：東京都理美容研修会 
（連携企業：東京地区 理容美容教職員研修協議会）【中止】  
期間：令和３年 3月  
対象：教職員 研修 
内容：企業関係者による後援及び美容技術披露 

研修等の計画 

専攻分野における実
務に関する研修等 

①研修名：美容実技試験委員研修会 
（連携企業等：理美容師試験研修センター）【中止】  
期間：令和３年 7月   
対象：実習教員 研修 
内容：美容師国家試験に関する研修会 
②研修名：全国理美容研修会 
（連携企業等：日本理美容教育センター） 【中止】  
期間：令和３年 10月  
対象：教職員 研修 
内容：企業関係者の講演及び美容技術披露 

指導力の修得・向上
のための研修等 

①研修名：「美容技術理論・美容実習」担当教員資格認定に係る研
修会 
（連携企業等：日本理美容教育センター）  
期間：令和３年５月  
対象：教職員 研修 
内容：学識経験者による教育理論等教育分野及び専門分野につい
て 
②研修名：「香粧品」担当教員資格認定に係る研修会 
（連携企業等：日本理美容教育センター）  
期間：令和３年６月  
対象：教職員 研修 
内容：学識経験者による教育理論等教育分野及び専門分野につい
て 

 

2020-9 

学校名・学科名 横浜ビューティーアンドブライダル専門学校 美容科 

推薦学科の教員に対する研修・研究の基本方針 

基本方針 実践的かつ専門的な職業教育を実施し、明日の美容業界を担う人
材を養成するためには、教員一人ひとりが常に業界ならびに 
実務に関する最新の知識を持ち、指導スキルを身につけようとい
う向上心がなければならない。そのために、「研修等に係る諸規 
程」に基づき、計画的に以下の研修を実施している。 
・企業等から講師を招いた実践的かつ専門的な知識・技術・技能を
修得するための研修 
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・企業等から講師を招いた指導力の修得・向上のための研修 

研修等の実績 

専攻分野における実
務に関する研修等 

研修名「スタイル別ヘアアレンジ・ヘアセット講習」（連携企業等： 
Learo 加藤 様/ JUNE 様） 
期間：令和 3年 5月 21日（金）    対象：美容科教員 9名 
内容：ヘアアレンジ講師による技術講習 

指導力の修得・向上
のための研修等 

研修名「コロナ渦におけるアクティブラーニング」 （連携企業等： 
早稲田大学院教授 ） 
期間：令和 3年 4月 1 日（木）     対象：担任教員 31名 
内容：コロナ渦におけるアクティブラーニングの多様化・創意工
夫 

研修等の計画 

専攻分野における実
務に関する研修等 

研修名「サロン技術講習シャンプーヘッドスパ」（連携企業等：株
式会社アッシュ） 
期間：令和 3年 10月 6日（水）   対象：美容科教員 １3名 
内容：現役美容によるサロントリートメントの技術講習 

指導力の修得・向上
のための研修等 

研修名「「美容業界の今」と「自分に合った サロンの見つけ方」
（連携企業等：ホットペッパービューティー様） 
期間：令和 3年 8月 20日（金）      対象：教員 31名 
内容：美容業界の現状。自分に合ったサロンの見つけ方。 

 

2020-10 

学校名・学科名 岩谷学園アーティスティック B 横浜美容専門学校 

 ビューティースタイリスト科 

推薦学科の教員に対する研修・研究の基本方針 

基本方針 時代・社会・教育環境の変化に適応でき、個性豊かな学生を指導で
きる教員を要請すべく体系的にかつ計画的に、そして積極的に研
修に取り組む。 
学校で定めた研修規程に従い、各種研修実施計画を策定するとと
もに、連携企業の協力も求め、教員に対して研修等に参加する機
会を平等かつ積極的に与え、自己啓発および自己研鑽に向けた意
欲を高めてもらう。 

研修等の実績 

専攻分野における実
務に関する研修等 

【指導者としての技術習得】 
・令和 2年 7月 23日 
TOKIKATA講習（技術の応用と実践テクニックの習得） 
・令和 2年 11月 29日 
ネイリスト技能検定試験（JNEC）1級・2級対策 
（検定合格率を上げるため新たにモデルハンドによる検定に関す
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る変更点を学ぶ） 
・令和 2年 11月 29日 
アジアのネイル事情～台湾編～韓国 
（海外のネイル事情を理解し、今後留学生に対する指導や今後の
流行を考察する） 
・令和 2年 11月 29日 
JNAジェルネイル技能検定試験 トレーニングハンド対策 
（検定合格率を上げるため新たにモデルハンドによる検定に関す
る変更点を学ぶ） 
・令和 2年 11月 30日 
アジアのネイル事情～中国 
（海外のネイル事情を理解し、今後留学生に対する指導や今後の
流行を考察する） 
・令和 2年 11月 30日 
新型コロナウイルス感染症対策 
（ネイルサロン・ネイルスクールで必要な最新の感染症対策につ
いて学ぶ） 
・令和 3年 2月 16日 
皮膚疾患についての基本（セラピストなら知っておきたい解剖生
理学） 
【指導者としてのフォローアップ講習】 
 ・令和 3年 2月 1日 
衛生管理士追加講習「新型コロナウイルス感染症対策」 
（「感染症対策ポイント」等の情報追加研修） 
【サロン集客】 
 ・令和 2年 12月 15 日 
オンライン特別セミナー（インスタグラムの活用法売上アップを
目指すリレーション） 

指導力の修得・向上
のための研修等 

【指導者としての技術習得】 
・令和 2年 9月 22日 
メイクアップレッスン（メイク技術の見直し・コンシーラー技術
の習得） 
 ・令和 2年 12月 24 日 
社会的弱者といった背景を抱えた学生の理解と教育 
（社会的つながりが弱い人たちになぜ支援が必要を学ぶ） 
【指導者としてのフォローアップ講習】 
・令和 2年 7月 28日～10月 4日 
交流分析基礎講座（web講座） 
（交流分析の基礎となる 7 つのジャンルを学び、職場の人間関係
や学生指導に活用） 
【サロン集客】 
・令和 2年 11月 17日 
オンライン特別セミナー 
（オンラインカウンセリング活用法 商品販売につながるカウン
セリングアプローチ） 
【衛生管理の知識習得】 
・令和 2年 10月 22日 
コロナ対策（感染症・感染予防方法） 

研修等の計画 

専攻分野における実
務に関する研修等 

 

指導力の修得・向上 【指導者としての技術習得】 
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のための研修等 ・令和 2年 9月 22日 
メイクアップレッスン（メイク技術の見直し・コンシーラー技術
の習得） 
・令和 2年 9月 29日 
介護美容技術（介護美容の技術習得） 

 

2020-11 

学校名・学科名 高津理容美容専門学校 美容科 

推薦学科の教員に対する研修・研究の基本方針 

基本方針  教育課程編成委員会で審議され採用された次年度の授業カリキ
ュラムに基づき、本校教職員が必要とする内容が組み込まれた研
修計画を定め、年度開始時には、研修参加申し込み、及び講師依頼
を行います。但し、各学年前期の授業進捗状況を考慮し、必要に応
じて、学内を中心とした追加研修を実施します。 
 本校の学級運営は、常勤の教職員を基本とする担任制であり、
また、豊富な知識と多種多様な技能、技術を備えた人材を擁して
いる。しかし、現状に留まることなく常に新たな教授方法を取り
入れ、より良き教育環境を整えるべく、教職員の研修に重きを置
いている。 
 教員研修は、教員の専門分野の知識技術の向上あるいは新時代
に合った形にアップデートすると共に、教員の教育指導力の向上、
人格の涵養に資するために行う。全体研修は学校が主催して行う
が、限られた分野に関しては個人ごとに行う。 
 実習授業の指導については、各メーカーによる最新の情報と技
術の指導を受け、業界に遅れることのない知識と技能を習得し続
ける。また、授業の進め方に於いては、各教員による教え方、話し
方等のチェックを実施し、具体的な改善点を提示することにより、
教育能力向上の目覚ましい成果が現れている。 
 各教科については、最新の情報を得るために、理容美容教育団
体、エステティック教育団体、及び専修学校教育団体の研修会に
教員を派遣すると共に、本校独自で講師を招いて実施する。 

研修等の実績 

専攻分野における実
務に関する研修等 

１ 
研修名「ビューティーコーディネーター検定 」（連携企業等： 
（特非）日本ビューティーコーディネーター協会） 
期間：令和２年６月２３日（火）～７月２８日（火）対象：1年生 
内容：＜座学＞毛髪理論やカウンセリングについて＜実習＞金銭
受け渡し ご案内 ファッション 
２ 
研修名「サロンにおける応用メイク」（連携企業等： ㈱スリービ
ューティー） 
期間：令和２年８月２７日（木）～１２月２３日（水）      
対象：1年生 
内容：アイブロー理論・アイラッシュ理論・フェイシャルエステ 
３ 
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研修名「ヘアデザイン」（連携企業等：㈱two sand） 
期間：令和２年 9月 2 日（水）～9月 3日（木） 
内容：コームアウト カールスタイル、スタイルに合わせたアイ
ロンテクニック 
４ 
研修名「ブライダルメイク」（連携企業等：(有)スタジオユニ） 
期間：令和２年 10月 1日（木）～12月 9日（水）対象：２年生 
和装・洋装に似合う花嫁メイク、和装着付けメイク 
５ 
研修名「メイク講習」（連携企業等：長松寺 西村宏堂） 
期間： 令和２年 10月 9日（金） 
内容：ナチュラルメイクの基礎 

指導力の修得・向上
のための研修等 

研修名「Professionalコース」（連携企業等：学校法人資生堂学園） 
期間：令和２年１１月１６日（月）～18 日（水）対象：実習教員
3名 
内容：資生堂美容技術専門学校が主催する研修に、現役のﾒｲｸｱｯﾌﾟ
技術者が講師となって行う JBMAProfessional ｺｰｽを教員 3 名が受
講する。 ﾓﾃﾞﾙの顔のﾊﾞﾗﾝｽを把握し美しさを引き出すことが出来
るﾒｲｸｱｯﾌﾟ技術と知識を 
習得する。 
 １ﾒｲｸﾃﾞｻﾞｲﾝ理論と展示 
 ２ｽｷﾝｹｱ&ﾒｲｸ実習･ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ 
 ３ﾒｲｸﾃﾞｻﾞｲﾝｼｰﾄ作成&ﾃｰﾏに合わせたﾒｲｸ実習･ｱﾄﾞﾊﾞｲｽﾒｲｸ検定･
対策講習会 

研修等の計画 

専攻分野における実
務に関する研修等 

１令和 3 年 4 月 20 日～5 月 8 日、10 月 5 日～11 月 9 日(計 10 日
間) 
日本ﾋﾞｭｰﾃｨコーディネーター協会校内実習 
２令和 3年 7月 14，15日 2日間 
（株）スリーﾋﾞｭｰﾃｨ校内実習 
３令和 3年 6月 2，3日 2日間 
（株）two sand 校内実習 
４令和 3年 9月 17日 
高木琢也オーシャン東京校内実習講義 
５令和 3年 10月 15日西村宏堂講師 校内実習 
６令和 3年 10月 27日 
佐藤泰弘（大成かつら）校内実習 
７令和 3年 11月 17，18日 2日間 
（株）スタジオユニ 校内実習 

指導力の修得・向上
のための研修等 

１令和 3年 4月 12～23日 10日間 
まつ毛エクスステンション指導者養成研修会 2名 
２令和 3年 7月 7日 フォーマルシルバーライセンス 2名 
３令和 3年 7月日～8 月 11日 11月 1日～12月 3日 
JESTHE認定講師養成講座 2名 

 

2020-12 

学校名・学科名 松江理容美容専門大学校 美容学科 メイクアップコース 



28 

 

推薦学科の教員に対する研修・研究の基本方針 

基本方針 教員は、職業に関連した実務に関する知識、技術および技能、なら
びに学生への指導力の修得のために、自発的に研修に励み、かつ
企業等から講師を招いて学内で実施する研修、職能団体等が実施
する研修等々を活用し、資質の向上に計画的に努めなければなら
ない（就業規則第４条）。この基本方針に従い、これまでに厚生労
働省認定の「理容技術理論」「理容実習」「美容技術理論」「美容実
習」「理容保健」「美容保健」「理容文化論」「美容文化論」「衛生管
理」「エステティック理論」「メイクアップ理論」の各研修を受講し
てきている。 

研修等の実績 

専攻分野における実
務に関する研修等 

研修名「令和 2 年度同時授業教員資格認定研修会 文化論」（連携
企業等：公益社団法人 日本理容美容教育センター） 
期間：令和 2年 9月 17日（木）～18日（金） 
対象：教員 
内容：講義研修 
研修名「職業実践専門課程を通じた専門学校の質保証・向上の推
進」（連携企業等：専門職高等教育質保証機構） 
期間：令和 2年 9月 28日(月)～29日(火) 
対象：教職員 
内容：研究発表、実証協力校発表、シンポジウム 
研修名「令和 2年度理容師美容師養成施設教員資格認定研修会 美
容技術理論・美容実習」（連携企業等：公益社団法人日本理容美容
教育センター） 
期間：令和 3年 3月 9 日（火）～3月 24日（水） 
対象：教員 
内容：講義研修 

指導力の修得・向上
のための研修等 

研修名「松江市専門学校協議会主催 研修会」（連携企業等：松江
市専門学校協議会） 
期間：令和 2年 8月 24日(月) 
対象：教員、職員 
内容：講義研修 
研修名「専門職教育支援士(教育実践分野)」（連携企業等：専門職
高等教育質保証機構） 
期間：令和 2年 11月 21日(土)～令和 3年 2月 28日(日) 
対象：教員 
内容：講座の受講、演習の実施 
研修名「人権・同和教育研修会」（連携企業等：島根県専修・各種
学校連盟） 
期間：令和 3年 1月 13日(水) 
対象：教員、職員 
内容：講義研修 

研修等の計画 

専攻分野における実
務に関する研修等 

研修名「体系的な教職員研修プログラムの実用化に向けた改善・
普及・展開」 
    「学校評価の充実を目的とした資格枠組の共有化・職業分
野別展開とその有用性の検証」 
    「職業実践専門課程ポートレートの構築」（連携企業等：専
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門職高等教育質保証機構） 
期間：令和 3年 7月 28日(水)～29日(木) 
対象：教職員 
内容：研究発表、実証協力校発表、シンポジウム 
研修名「中国地区理容美容学校協議会主催 教職員研修会」（連携
企業等：中国地区理容美容学校協議会） 
期間：令和 3年 10月 16日（土）～17日（日） 
対象：教員、職員 
内容：講義研修、 実技研修 

指導力の修得・向上
のための研修等 

研修名「応急手当普及員再講習」（連携企業等：松江市消防本部） 
期間：令和 3年 8月 20日(金) 
対象：教員 
内容：普通救命講習指導者再研修 
研修名「松江市専門学校協議会主催 研修会」（連携企業等：松江
市専門学校協議会） 
期間：令和 3年 8月 24日(火) 
対象：教員、職員 
内容：講義研修 
研修名「人権・同和教育研修会」（連携企業等：島根県専修・各種
学校連盟） 
期間：令和 3年 8月 
対象：教員、職員 
内容：講義研修 

 

3.4 令和 3 年度事業結果を踏まえたパッケージ改善 

昨年度に開発したパッケージに、今年度の事業計画を挿入してみる。 

 

① 基本項目 

ID 項目 記入欄 

1-1 学校名 ハリウッド大学院大学 

1-2 所在地 東京都港区六本木 6-4-1 

1-3 課程名 専門職教育支援士・専門職高等教育運営 

1-4 開設年月日 2022 年 10 月 6 日 

1-5 付与資格 履修証明書 

1-6 運営責任者 外山公美（ハリウッド大学院） 

1-7 定員 20 名 

【記入要領】 

1-1 設置者名は不要 

1-2 当該学校の本部所在地 

1-3 当該プログラウは履修証明プログラムであることを明示 

例「専門学校教員のための授業力向上履修証明プログラム」 

1-4 当該プログラムの内容を決定後、実施を決定して公示した日付 
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1-5 当該プログラムを履修し所定の基準をクリアしたときに付与される資格 

1-6 運営責任者名 

1-7 当該プログラムの 1 クラス定員 

 

② 学修時間・内容 

ID 項目 記入欄 

2-1 プログラムの目

的 

専門職高等教育機関の教職員を対象として、専門職高等

教育運営に関する知識の修得を目的とする。 

2-2 身につけること

のできる能力 

教育理念を学校経営に反映できる経営能力を開発し、

FD・SD の教育成果を経営成果に展開させるためのマネ

ジメント能力 

2-3 履修要件  リアルタイム授業またはオンライン授業の出席（リア

ルタイムの場合 Zoom ミーティングの参加の有無）。 

 各科目に修得レポート課題あり。提示する課題に解答

する形式で実施。課題の提出は必須の修了要件。 

 科目ごとに、出席率と修得レポート課題の結果をもと

に総合的な評価を行い、すべての科目で合格と評価さ

れることを修了要件。 

2-4 学修期間 2022 年 10 月 6 日～2023 年 1 月 26 日 

2-5 総授業時数 60 時間 

2-6 要件該当授業時数 60 時間 

【記入要領】 

2-1 当該プログラムが目指すものを示す。 

2-2 当該プログラムによって身につけることができる能力を具体的に示す。 

2-3 当該プログラムの修了に必要な要件を具体的に示す。 

2-4 開始日時～終了日時など。 

2-5 実施するすべての授業の時数 

2-6 総授業時数のうち必要最低限時数や必須授業時数など。 

 

③ カリキュラム・講義・学習方法 

【科目概要】 

講 内容 講師 

第 1 講 ( 1)はじめに～専門職高等教育機関の存在意義と講座の説明 上杉道世 

( 2)専門職高等教育を取り巻く現状と厳しい環境 上杉道世 

第 2 講 ( 3)専門職高等教育のあらまし（1）－制度と歴史－ 上杉道世 

第 3 講 ( 4)専門職高等教育のあらまし（2）－法令と設置基準等－ 上杉道世 
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第 4 講 ( 5)専門職高等教育機関と文部科学省､他省庁､自治体 上杉道世 

第 5 講 ( 6)専門職高等教育政策の流れ 山本雅淑 

第 6 講 ( 7)専門職高等教育機関の入試と就職 山本雅淑 

第 7 講 ( 8)専門職高等教育機関の会計実務と財務管理 山本雅淑 

( 9)専門職高等教育に対する補助金・奨学金制度 山本雅淑 

第 8 講 (10)専門職高等教育機関の財務分析と財務戦略 山本雅淑 

第 9 講 (11)高大接続－専門職高等教育のマーケティング－ 花岡萬之 

第 10 講 (12)専門職高等教育機関の評価制度［1］ 川口昭彦 

第 11 講 (13)専門職高等教育機関の評価制度［2］ 川口昭彦 

第 12 講 (14)専門職高等教育機関のリカレント教育［1］ 川口昭彦 

第 13 講 (15)専門職高等教育機関のリカレント教育［2］ 川口昭彦 

第 14 講 (16)専門職高等教育機関の DX 戦略［1］ 川口昭彦 

第 15 講 (17)専門職高等教育機関の DX 戦略［2］ 川口昭彦 

 

④ 評価 

【科目評価】 

講 内容 評価方法 

第 1 講 ( 1)はじめに～専門職高等教育機関の存在意義と講座の説明 出席およ

び修得レ

ポート課

題の評価 

( 2)専門職高等教育を取り巻く現状と厳しい環境 

第 2 講 ( 3)専門職高等教育のあらまし（1）－制度と歴史－ 

第 3 講 ( 4)専門職高等教育のあらまし（2）－法令と設置基準等－ 

第 4 講 ( 5)専門職高等教育機関と文部科学省､他省庁､自治体 

第 5 講 ( 6)専門職高等教育政策の流れ 

第 6 講 ( 7)専門職高等教育機関の入試と就職 

第 7 講 ( 8)専門職高等教育機関の会計実務と財務管理 

( 9)専門職高等教育に対する補助金・奨学金制度 

第 8 講 (10)専門職高等教育機関の財務分析と財務戦略 

第 9 講 (11)高大接続－専門職高等教育のマーケティング－ 

第 10 講 (12)専門職高等教育機関の評価制度［1］ 

第 11 講 (13)専門職高等教育機関の評価制度［2］ 

第 12 講 (14)専門職高等教育機関のリカレント教育［1］ 

第 13 講 (15)専門職高等教育機関のリカレント教育［2］ 

第 14 講 (16)専門職高等教育機関の DX 戦略［1］ 

第 15 講 (17)専門職高等教育機関の DX 戦略［2］ 
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⑤ 運営 

ID 項目 記入欄 

5-1 運営体制 

（責任者、組織） 

ハリウッド大学院大学 学長 山中 祥弘 

（大学院教授 外山 公義） 

5-2 学費等設定 （委託事業のため無料） 

5-3 講師選定 第 1 講～第 9 講については、大学マネジメント研究会

に所属する講師を選任していただく。第 10 講～第 15 講

については当機構代表理事である川口昭彦が自ら担当。 

5-4 履修管理 大学院事務局が、出席状況、修得レポート課題その他の

情報を受講者ごとに管理する仕組みを構築する。 

【記入要領】 

5-1 当該プログラムの運営に関わる組織、人を明記 

5-2 学費、実習費、受験料等、必要な費用を明記 

5-3 講師の選定基準・方法等を明記 

5-4 履修管理方法、出席管理、成績管理、オンライン学習管理の方法を明記 

 

⑥ 広報 

ID 項目 記入欄 

6-1 受講者募集方法 2022 年 9 月 1 日より、全国の職業実践専門課程認定校

に対してメールで案内する。また、当機構のホームペー

ジに案内を作成する。 

6-2 ホームページ https://fdsd.qaphe.com/ 

6-3 成果の公開・共有

の内容・方法 

本報告書や、一般社団法人専門職高等教育質保証機構の

文部科学省委託事業のページ等において紹介する。 

6-4 制度の普及・促進

策 

6-2 に示した Web サイトに、制度の普及・促進策等の

ページを用意する 

6-5 費用対効果 （委託事業のため、費用対効果の測定は行っていない） 

【記入要領】 

6-1 募集時期、対象、媒体、内容など受講募集の計画を立て、実行する上考慮すべき 

  ことを明記する 

6-2 ホームページの URL。また、内容作成・更新のタイミングなど、募集活動や 

  学校（または企業など）を広く知ってもらうための方策を明記する。また、広報 

  に役立てるアクセスログの解析方法について明記する 

6-3 履修証明プログラムなどの成果を公開する方法、またその内容などを明記する 

6-4 履修証明プログラムなどの制度を広く知ってもらうための方策を明記する 

6-5 各広報手段の分析と、費用対効果見極めの基準を策定する  



33 

 

4 履修証明プログラムの構築 

4.1 ご案内と受講申込み方法 

 2022 年 9 月 1 日、全国の職業実践専門課程認定校に対して、メールにて「専門職教育支

援士・専門職高等教育運営」と称する履修証明プログラムの実施を案内し、その案内の中で

受講者を募集した。受講希望者は 17 名であった。 

 

4.2 受講案内 

 受講案内は次に示すものである。 
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4.3 シラバス 

 「専門職教育支援士・専門職高等教育運営」履修証明プログラムのシラバスは、令和 5 年

2 月 28 日現在、一部未整備である。同履修証明プログラムの Moodle サイトの上で整備す

る予定である。 

 

4.4 受講の手引き 

 本プログラムでは、次ページに示すようなオンライン学習用の「受講の手引き」を、Moodle

サイトからダウンロードできるようにした。 
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4.5 修得レポート課題 

 「専門職教育支援士・専門職高等教育運営」履修証明プログラムの修得レポート課題は、

次の表に示すとおりである。 

講 課題 

１ 所属学校のケースを事例に専門職高等教育機関を取り巻く厳しい環境を 5 つ挙げ、そ

の理由を述べてください。 

２ 専門学校の歴史から、専門職大学設立の背景について述べてください。 

３ 専門学校、専門職大学、専門職大学院大学、大学の役割と違いについて述べてください。 

４ 専門職高等教育機関における職員の役割について述べてください。 

５ 専門職高等教育機関に係る近年の高等教育政策の中で、教育改革を行うために重要な事

項を３つ挙げ、その理由を述べてください。 

６ 貴校で実施している様々な学生支援の内、学生にとって最も必要とされている支援の内

容とその理由を記述してください。 

７ 貴校に国、自治体等から交付されている全ての補助金について、金額、内容、補助金を

交付されたことによりどのような効果があったかの３点を、補助金種別ごとに記述して

ください。 

８ 本日、授業で使用した第 8 講のパワーポイント資料の 21 ページにある「事業収支計算

書等の財務比率の活用」をよく理解した上で、 貴校の最新の決算資料から 6 つの財務

比率を計算しコメントを 添えて記述してください。 

なお、決算資料が開示されてない学校の場合には、他の学校法人の決算資料から 6 つの

財務比率を計算しコメントを添えて記述してください。 

９ 貴学の強みと弱みを、エビデンスを入れて 1000 字以内で述べてください。 

10､ 

11 

皆さんがそれぞれ所属されている大学あるいは学校において実施されている内部質保

証について、現状（自己点検・評価結果の公表を含めて）を分析して、課題、今後の方

向性について述べてください。 

12､ 

13 

皆さんがそれぞれ所属されている大学あるいは学校において、リカレント教育が実施さ

れていますか？ 

もし実施されているのであれば、その現状(内容や対象者)を分析して、課題、今後の方

向性について述べてください。 

もし実施されていないのであれば、社会のニーズに応えるために、自分の大学あるいは

学校が有している教育能力の分析を踏まえて、どのようなリカレント教育を展開すべき

かについて述べてください。 

14､ 

15 

皆さんがそれぞれ所属されている大学あるいは学校における教職員の資質開発と能力

向上の取り組みに関して、現状（現在実施されているファカルティ・ディベロップメン

トやスタッフ・ディベロップメント等）を分析して、課題、今後の方向性について述べ

てください。 
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5 履修証明プログラムの実施と評価 

 

本報告書の作成時点では、「専門職教育支援士・専門職高等教育運営」履修証明プログラ

ムはまだ実施中である（授業は終了したが、未採点の科目があるので）。全科目の授業の実

施と評価については、プログラム終了後に、とりまとめ、履修証明プログラム実施報告書と

して当機構ホームページにアップする。 

ここでは、各講の授業資料を掲載する。 
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令和 4 年度文部科学省 
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